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皆
さ
ん
は
人
砥
拇
護
委
員
の
一
談
し
て
下
さ
い

0

の
検
使
を
実
施
し
そ
の
結
果
一
／
グ
ノ
写
真
と
と
き
）
と
に
一
住
民
の
福
祉
を
塵
し
て
‘
一
し
て
病
気
に
な
っ
た
ら
医
痘
の
と
図
ら
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

明
和
村
広
域
簡
易
水
道
悶
を
ご
存
じ
で
す
か
。
―
◎
あ
な
た
が
た
の
生
活
を
ポ
ス
寄
生
虫
の
い
る
者
に
は
五
月
な
り
ま
す
。
図
悶
塁
姦
＇

0
-）
と
ぱ
私
こ
と
0
死
ん
だ
迅
合
の
翠
池
、
と
い
う
わ
け
で
日
常
生
活
に
直

人
権
擁
幽
委
一
ゃ
顔
役
に
お
び
や
か
さ
れ
た
中
旬
全
貝
駆
虫
楽
を
は
ん
布
一
◇
そ
族
昆
虫
駆
除
ー
た
ら
の
限
大
の
念
面
で
あ
リ
‘
-
J
g
火
葬
に
至
る
ま
C
1
,
.
`
C
人
粘
す
る
実
に
い
る
／
＼
の
問
即

●
且
‘
払
私
大
＿
と
き
0
し
て
寄
生
虫
を
駆
院
し
ま
す
一
家
ね
ず
み
の
駆
除
と
ハ
て
と
ま
た
殺
終
の
目
3
C
も
あ
る
と
ー
間
生
れ
る
出
か
ら
苑
地
に
ヤ
る
が
C
し
、
•
J
庄
す
。

一
申
込
者
遂
に
八
割
を
超
え
る
腐
委

□

ょ
◎
靡
―
J
身
乞
悶
れ
て
、
泣
◇
ノ
反
と
B
C
G
翡
一
蚊
、
ノ
，
、
な
と
の
駆
除
を
四
忠
し
ま
す
。
そ
し
て
役
場
全
休
一
ま
で
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
J
二
，
し
ゅ
問
雌
の
解
決
ぱ
先

闊
忍
ご
、
私
た
も
い
て
い
る
婦
人
や
子
供
が
あ
・
結
核
予
防
の
た
め
に
ッ
・
ペ
ル
月
中
各
部
括
の
衛
生
班
を
面
の
仕
農
こ
の
大
目
様
に
向
っ
．
ま
に
日
痒
生
活
の
曲
か
ら
日

“
4

一
人
一
人
が
家
庭
の
中
で
し

川
和
村
の
広
域
節
易
水
道
に
未
H

狛
の
実
測
を
終
了
し
、
問
今
回
、
八
割
一
分
石
匝
と
遂
に
の
人
権
が
わ
か
る
と
き
。
ク
リ
ノ
反
応
と
H
u
ぃ
t
L
射
一
じ
て
徹
低
的
に
行
い
よ
す
。
一
て
そ
れ
卜
＼
施
策
が
講
じ
ら
れ
一
て
も
人
間
＿
人
か
土
さ
C

i
iv

て
行
く
こ
と
か
大
切
だ
と
思
い

つ
い
て
は
、
今
年
一
一
月
二
日
に
も
な
く
全
体
の
設
計
害
が
出
来
大
台
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
さ
れ
な
し
ょ
つ
◎
部
格
や
団
休
ル
決
滋
で
不
当
を
ガ
月
中
旬
に
小
中
学
校
及
皆
さ
ま
協
力
し
て
明
る
い
生
て
い0

わ
け
で
す
が
、
と
り
ゎ
＿
た
め
の
条
件
と
し
C
，
例
え
ば
•
生
ー
が
、
そ
れ
が
本
人
自
身
で

東
京
の
日
本
水
迫
設
計
社
（
社
上
ゑ
段
階
に
至
り
ま
し
た
c
部
落
別
加
入
状
況
は
別
表
の
血
訓
心
に
、
吐
立
私
た
一
に
仲
閲
外
れ
に
さ
れ
た
と
び
事
業
所
の
者
に
行
い
ま
す
活
疫
境
を
つ
く
り
ま
せ
う

o
-
l
o
f
民
生
課
の
仕
手
は
全
く
人
の
私
た
ち
は
毎
日
水
を
欠
か

r
こ
ぐ
き
な
い
場
合
ぱ
社
会
が
そ
れ

号
長
小
松
七
郎
氏
）
と
設
計
契
約
水
追
加
入
申
込
者
も
去
る
一
通
り
で
す
0

合
ら
を
見
守
つ
て
き
六
月
に
入
っ
て
更
に
レ
ン
ト
（
民
生
課
）
一
生
に
直
結
し

：
締
結
し
直
ち
に
歪
妥
管
の
月
号
の
広
懇
で
発
表
し
た
当
時
一
（
民
生
課
）
碑
畑
げ
し
ま
す
。
◎
令
状
な
し
に
速
抽
さ
れ
た
り
i
i
i
l
l
i
て

5
[
n『J
よ
胎
兒
よ
り
—
ー
一
塁
贋

2
実
測
閥
始
、
四
月
四
日
に
は
流
は
六
割
八
分
程
度
で
あ
っ
た
が
一
明
和
村
で
は
．
家
宅
捜
近
を
受
け
た
り
そ
の

牙
大
字
新
里
°
池
他
公
粘
目
に
よ
っ
て
人
権
を
ー
こ
と
し
の
國
保
の
予
笠
1
"
蛤
場
文
で
、
一
籾
山
幸
一

ー
—
墓
場
ま
で

位

1
5
1
2
1
4
2
1
3
7
9
1
3
8
1
0
1
1
6
4
6
5
-
；
八
(
[
冒
ば
“
そ
q
J
い
汀
芦
[
[
律
相
球
総
額
一
千
十
入
万
五
千
円
一
い
い
討
孔

頂
た
—
-

♦

権
擁
没
安
は
に
に
応
じ
ま
す
。
勿
論
相
談
は
無

l
I

が
、
今
で
は
ゆ
り
か
ご
以
前
の
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
に
を
ロ
ギ
て
や
る
。
つ
ま
り
村
な
り

こ
と
し
の
国
民
健
衰
保
険
特
一
胎
兇
よ
り
と
な
り
ま
し
た

0

は
水
道
と
＇
ま
た
排
泄
し
た
国
な
り
が
七
れ
を
助
け
る
。

⑱
m
1
7
，
凶m
⑮
紐m
陣
⑮
血4
0
0
0
5
8
2
4
、
湘

5
-
i
)
ん
な
島
合
豆
釘
戸
料
直
密
な
厳
守

5
戸
臼
す
別
会
計
の
予
算
の
総
緞
は
一
千
広
域
水
道
ー
小

-
l
bず家
庭
計
血
か
ら
出
＠
と
も
の
の
た
め
に
は
下
水
の
心
配
人
に
行
政
の
じ
力
ら
や
る
た

_
l
:
l
,
I
)

十
八
万
辛
J
i
百
円
で
、
犀
費
に
あ
て
る
た
一
ー
育
児
0
児
窟
福
祉
と
青
少
年
問
と
・
人
間
が
病
気
に
か
か
る
け
C
ば
心
の
通
つ
に
も
の
に
は

入

5
0祁

6
6
9
1
7
5
8
7籾

9
2
8
0
8
3
8
1咋

8
8
8
0
8
8
8
1
し
一
よ
り
デ
ャ
一
万
四
千
五
百
円
の
一
吼
丸
亡
人
や
身
体
障
害
者
、
と
病
い
演
用
が
か
か
る
が
ら
、
一
な
り
な
い
。
地
域
社
会
あ
る
い

,
l
l
ヽ
｀
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
め
水
道
貯
金
を
一
老
人
等
の
問
t
g
o
生
活
困
窮
者
な
ん
こ
か
こ
の
役
H
J
を
ま
か
な
＿
均
氣
人
の
自
発
的
な
も
の

計
5
7凋
4
8
1
0
4
9
3
7
9
8
3
1
2
8
1
7
0

印

1
4
1
6
2
6
6
8
6
1
0
5
8
3
4
竺
一

1
"

皆
さ
ま
の
直
接
関
係
の
あ
る
一
い
た
し
ま
し
よ
ー
や
い
ろ
い
ろ
な
社
会
問
題

0

又
う
工
夫
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
言
”
を
さ
て
き
で
、
は
じ
め
て
成

保
険
悦
は
昨
年
よ
り
四
虞
互
{
-
住
民
の
盟
育
理
の
面
か
ら
結
い
。
い
や
そ
の
前
で
拉
歪
か
一
米
か
あ
か
る
の
だ
と
思
ー
l

J

報

L

水
―
―
J
式
一
千
円
猿
の
四
百
ャ
万
円
で
、
一
ぅ
て
収
や
伝
狡
病
予
防
の
こ
と
。
そ
か
ら
な
い
よ
）
に
健
康
の
増
凡

易

道
数
．
墜
煎
保
険
者
一
人
当
り
五
百
六
十
i
l
i
I
ハ

u

i
l

L
i
I
'
ー
、
＼
~
！
ー
：
l
~ー
1
,
I
l
<
i
'
,
1
(
\
‘
!
,
1
i
｀
ヽ
＼
）
．
I

t

1
1
<
'

し

1
,
l
~
、

水
者
2
8
恥
祁
7
7
R
a
8
0
1
2
8
1
7
0
1
4
1
6
2
8
6
皿
細
輝
一
一

.. 

偉
几
認
げ
謬
昇
芦
汀
國
保
の
保
養
所
で
と
ま
も
い
と
い
ふ
の
か
わ
た
＜
倅
し
ま
し
な
ら
被
保
ほ
者
の

域
入
ー
し
た
ち
の
現
状
で
あ
る
か
も
し
的
様
ご
利
用
下
さ
い
。

広
]
[
l
[
-
一
｀
｛
い
＝
戸
只
履
謬
"
J
L
い
の
ち
の
洗
濯
口
言
汀
。
｀
註
認
ば
汀

水
者
2
'
,
'
,
'
•
証
十
四
万
八
千
P
l
。
そ
の
他
に
一
一
）
ら
ば
ぬ
先
の
杖
、
人
間
誰
車
輪
も
油
が
き
れ
れ
ば
回
国
．
健
店
C
あ
る
と
い
ふ
印
は
人
こ
の
豚
舘
を
ご
利
用
な
さ
る

寸
設
入
2
5
芦
―
ー
・
・
'
‘
,
'
般
会
計
繰
入
金
百
二
十
万
円
（
し
も
災
害
を
ま
つ
て
い
る
も
の
も
悪
く
な
り
き
し
む
よ
う
に
な
生
棗
大
の
幸
福
で
あ
り
ま
す
。
J
J
l
合
は
役
場
の
民
生
課
に
保
安

既
加
巴
f

`
r

（
べ
．
｀
ー
愈
＋
万
円
芭
繰
越
金
じ
ャ
万
円
は
な
い
。
し
か
し
生
身
で
あ
る
る
、
人
間
も
そ
れ
と
同
様
に
仇
そ
の
意
味
を
も
ち
ま
し
て
此
利
川
券
が
あ
り
ま
す
か
ら
お
申

数
1
2
7
0
8
7
1
4
2
3
9
0
0
1
3
9
9
9
6
0
7
4
7
8
7
6
9
6
1
9
3
7
,
P
＇
・
C
-
、

h
,

（
五
十
九
万
円
増
）
七
の
他
と
以
上
同
時
約
魔
に
お
そ
わ
れ
る
く
の
み
で
な
く
休
査
も
必
要
に
の
度
群
渇
県
国
民
健
ば
保
険
旦
出
で
下
さ
い
。

1
1
1
1
1
1
＄
谷
―
，
、

9
l

ま
な
っ
て
い
ま
す
0
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
時
は
な
っ
て
く
る
訳
で
す
。
連
合
会
で
は
生
活
の
う
る
お
い
尚
詳
し
い
軍
は
民
生
課
国
保

和
ー
ケ
1

『

9県
オ
出
で
は
事
務
費
、
会
翌
我
国
民
健
腹
保
険
が
あ
る
と
岱
"
-
日
常
生
活
が
あ
ま
り
忙
が
し
病
気
の
あ
と
の
政
禿
の
た
叫
梨
係
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

等
が
百
三
万
二
千
三
百
円
(
+
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
i
く
健
康
と
い
ふ
事
を
考
え
る
い
内
の
沢
山
の
温
泉
昨
招
と
契
約
（
民
生
課
）

一
名
無
野
"
I
l
l
井
口
島
里
原
島
谷
輪
賀
俣
貫
品

)
9
,
.
.

.

.

.
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一
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七
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百
P
l
増
）
保
険
給
付

明
沿
江
江
合
津
大
佐
計
虚
t

}
A八
，
J
I
＝
＋
昇
認
峠
止
戸
記
契
約
旅
舘
及
び
利
用
科
一
党
表

部
上
下
斗
千
紅
田
新
梅
南
中
大
須
川
大
矢
―
-
,
'
代
が
六
十
一
万
六
千
三
百
円
（

9
9
9
9

叫
万
一
千
円
増
）
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の
他
と
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-一
毎
年
石
月
の
を
一
日
踊
日
は
っ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
と
一
万
国
母
丘
汀
日
[
[
喜
ば
れ
た
國
民
年
金
は
屡
[
屁
臼
註
汀

よ
を
さ
さ
げ
る
日
で
あ
行
わ
れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
に

犬
の
登
録
の
お
知
ら
せ

E

し
り
ま
す
°
昨
年
十
一
月
一
日
よ
り
国
民
る
一
月
末
に
は
年
金
懸
園
が
そ
図
と
り
、
一
i
ケ
年
以
来
の
蝕

の
ま
こ
と
し
は
こ
の
母
年
金
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
明
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
0
全
財
政
の
座
を
史
ら
に
強
化
し
一

こ
と
し
も
犯
犬
病
予
防
法
に
け
い
留
し
て
お
き
、
似
医
師
の
ヰ
サ
流
の
日
が
＂
月
八
日
に
和
村
で
は
現
在
老
令
福
糾
年
金
ま
だ
い
つ
で
も
受
け
け
ま
す
且
つ
完
全
給
付
を
実
施
し
て
皆

三
七
八
人
。
瞬
5
5三
一
人
。
母
か
ら
該
当
者
は
ど
う
ぞ

I

よ
っ
て
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
検
諺
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
あ
た
り
ま
す
0

さ
ま
の
福
祉
の
た
め
に
万
全
の

が
ま
た
行
わ
れ
ま
す
0
せ
ん
。
國
戎
こ
の
日
全
国
の
人
子
二
二
人
が
受
け
け
ら
れ
、
去
己
民
生
悲
挫
凶
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

日
こ
の
予
防
注
射
を
怠
る
と
狂
一
予
防
注
射
と
、
犬
の
登
録
を
ヨ
々
が
、
母
え
感
謝
の
l
l
ー
く
l
I
I
！
予
卯
の
上
か
ら
給
付
の
こ
と

5

犬
病
予
陳
法
に
よ
っ
て
三
万
円
一
行
う
日
ど
り
は
次
の
と
お
り
で

-
7
ノF

、
ン
，
．
ン
ポ
ル
で
あ
る
力
◇
◇
：
·
：

0
·

◇
'
◇
·
’
·
◇
·
◇
だ
け
を
考
え
て
見
て
も
、
僚
養

ー
以
下
の
ぼ
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
ー
す
‘
-
l
l
不
ー
ノ
ヨ
ン
＆
春
の
，
衛
生
メ
モ
代
、
助
喜
、
四
祭
総
等
を
除

ネ

月
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ご
江
一
四
月
t

-
l日
東
部
公
民
舘
；
ー
｀
に
つ
け
て
、
感
内
の

0

◇

0

◇
◇
◇

0

い
た
獄
査
給
付
毀
だ
け
で
、
被
一

4
窓
下
さ
い
。
―
四
月
二
十
日
明
和
村
役
坦
：
コ
~
ヵ
気
持
を
表
わ
す
な
ら
保
険
者
一
人
当
一
千
五
十
七
P
l
­

年
ま
た
予
助
注
射
と
同
時
に
飼
四
月
一
工
＇
―
-
日
西
部
公
民
舘
わ
し
に
な
っ
て
い
ま
◇
春
季
泊
柿
怯
の
英
血
一
四
月
一
i
卜
日
西
部
地
区
に
当
り
、
こ
れ
に
対
し
て
保
険
―

5

い
犬
の
登
録
替
え
を
全
部
の
犬
料
金
は
一
頭
に
っ
き
注
訃

8

す
。
そ
し
て
カ
ー
ネ
沼
紐
蚊
、
は
え
、
ね
ず
み
言
函
パ
ラ
予
防
注
射
税
は
一
人
当
僅
か
に
五
百
六
十

3
に
つ
い
て
行
う
こ
と
に
な
つ
て
百
八
十
P
l
0
登
録
料
三
百
円
で
ロ
バ
ー
シ
ョ
ン
侃
用
遅
動
等
の
駆
除
を
1
1
じ
め
生
活
邸
一
四
月
十
―
-
i
日
か
ら
予
月
上
旬
J
L
P
J
と
な
っ
て
居
り
、
約
一
・

和
い
ま
ず
。
一
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
必

5

に
よ
っ
て
生
じ
た
牧
境
を
而
涙
に
し
て
環
境
衛
生
に
か
け
て
、
囮
チ
フ
ス
、
バ
八
六
倍
の
給
付
を
行
う
こ
と
に

昭
飼
い
犬
に
は
必
ず
鑑
札
と
注
．
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
一
益
は
母
子
福
祉
関
係
団
体
の
沢
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
楽
一
う
チ
フ
ス
の
予
防
注
射
を
行
一
な
り
ま
す
。

射
済
鋲
を
つ
け
て
お
い
て
下
さ
な
お
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
一
金
と
な
り
ま
す

0

皆
さ
ま
、
こ
し
い
毎
日
を
送
る
源
呆
で
す
一
い
ま
す
、
初
回
者
は
三
回
追
ど
う
ぞ
今
年
も
国
保
を
先
分
―

い
0
又
犬
が
人
に
危
害
を
加
え
あ
る
い
は
譲
渡
し
た
ど
き
は
、
一
の
運
動
に
協
力
い
た
し
ま
し
よ
明
和
村
で
は
次
の
日
割
で
清
加
者
は
一

M
で
す
。
一
人
も
利
川
す
る
と
と
も
に
、
保
険
税

た
時
は
役
渇
父
は
保
紐
所
に
屈
必
ず
役
場
の
民
生
諜
に
お
届
け
う
。
そ
う
し
て
ど
こ
の
御
家
庭
描
の
巡
祝
と
い
に
し
ま
す
。
れ
な
く
受
け
て
下
さ
い
。
の
納
け
に
つ
い
て
は
一
贋
の
ご
・

．
け
出
る
と
共
に
飼
い
犬
は
そ
の
下
さ
い
。
一
で
も
母
を
喜
ば
す
伺
か
の
計
画
四
月
十
八
日
東
部
叫
区
◇
寄
生
虫
の
駅
除
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
一

日
か
ら
一
一
過
間
以
ヒ
確
実
に
、
一
．
を
立
て
ま
し
よ
う
。
四
月
十
九
日
中
部
地
区
互
月
ャ

n

頃
二
合
に
全
村
民
＿
（
民
生
課
）
一
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-C i

O
七

昭
和
三
十
五
年
度
農
業

振
興
計
画
の
概
要

• 

＊
安
全
地
唸

蚊
と
ハ
ェ
の
い
な
い
生
活
運
動
0

五
月

r
は
発
生
期
、
一
匹
で
も
見
過
す
ま
い
。

『
二
び
き
で
も
見
の
が
す
な
』

『
で
も
：
·
9.
.
.
.
.
.
 』讐

—----ー ---4-→--

貨
東
東
だ
よ
、
お
つ
母
さ
ん

母
の
日
＂
日
。

r
老
い
た
母
に
忍
愛
の
ま
ご
こ
ろ
を
0

r
ァ
ン
ダ
、
眠
っ
て
も
し
も
た
だ
か
j

充
を
推
進
す
る
又
肉
質
改
祖
と
女
慾
が
無
く
な
り
ま
す
か
ら
、
に
診
て
口
ぃ
、
適
当
な
処
設
を
に
備
へ
て
家
帝
の
健
店
に
充
分

飼
育
技
術
の
向
ヒ
を
目
的
と
し
こ
ん
な
時
は
直
ぐ
に
獣
区
さ
ん
一
と
つ
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
繁
期
注
意
致
し
ま
せ
り
。

て
家
畜
共
巡
会
t
開
催
す
る
。'9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
9
9ヽ
・
ニ
ー
し
心
心
に

号

5甘

[
H
芸
い
一
水
稲
早
期
作
ー
／
自
衛
官
募
集
／

5
て
も
事
業
計
画
を
樹
立
し
た
以
一

9

上
は
本
年
腹
殴
菜
振
躾
対
策
の
｛
栽
培
現
地
講
習
会
一
目
下
窮
集
中
の
一
i
等
陸
海
空

農
某
は
大
き
な
転
換
期
に
直
面
―
一
、
農
業
技
紺
改
影
対
策
た
せ
る
。
事
菜
概
要
で
す
が
、
今
后
こ
れ
土
の
荘
菜
羅
切
り
は
、
一
応
四

第
し
、
炭
政
の
曲
り
角
と
も
い
は
講
習
詣
演
会
筈
を
開
悩
し
て
新
一
三
、
泊
産
板
興
対
策
一
ら
を
実
現
す
る
も
の
は
殷
家
の
四
月
一
日
午
后
一
時
よ
り
、
机
栽
培
濶
狐
と
、
現
地
苗
代
作
一
月
卜
五
日
に
な
っ
て
い
る
が
、

年
＇
乳
や
食
肉
の
而
要
は
食
生
活

れ
、
又
最
近
で
は
一
部
農
家
の
ら
し
い
腹
業
技
術
を
研
狂
し
て
祖
さ
ん
で
あ
り
、
転
期
に
立
つ
須
安
I
i
呆
寺
に
て
、
千
共
県
房
り
の
研
修
会
が
行
わ
れ
、
会
場
＿
四
月
一
―
―
卜
日
が
試
験
日
に
な
っ

の
改
善
に
伴
い
、
益
々
増
大
す

雙
経
営
ば
g
g
t
J
が
行
は
れ
栽
堵
技
術
や
経
営
改
善
に
役
立
誤
菜
経
営
の
安
走
を
団
り
、
殷
総
稲
作
研
究
会
長
ぬ
山
臨
先
生
に
は
須
双
部
体
の
お
し
ど
り
会
て
い
る
の
で
、
そ
の
当
日
ま
で

盆
．
か
見
込
ま
れ
る
の
で
、
優

つ
つ
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
既
に
た
せ
、
更
ぢ
此
池
に
中
堅
脊
家
経
済
の
改
営
を
図
る
た
め
に
外
一
二
講
師
を
柑
い
て
、
水
稲
早
貝
を
始
め
、
各
研
究
会
貝
等
約
一
受
付
け
ま
す
か
ら
、
希
望
者
は

良
家
畜
の
荘
入
を
奨
励
し
、
併

直
叩
叫
言
冑
疇

[
I畔罰
5日
。
叩
石
叫
詞
い
い
ロ
ロ

・
比
臼
喜
｀
□
[
国
i
t
t
ikし
ま
せ
｛
貨
g
-
―
門
エ
累
『
国
賃

-
]
[
]
]
]
[
]
]
涯
[
]
収
]
]
[
]
]
こ
]
塩
[
男
]
]
こ
i
j
l
磁
二
[
]
あ

]
]
]
[
P
l

ロ
ロ□●

／
9
·
:
9
9
]
]
[

低
]
~
]

▽
体
育
指
当
委
員

▽
数
員
異
動
J
I

I
0
"
 

;
t
-
婦
会
長
関
口
湿
和
、
副
大
開
設
回
政
一
四
ヤ
月
ご
日
開
催
、
好
天
の
か
し
つ
た
。
馨
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
で
き
ま
す
°
油
と
少
し
入
れ
て
面
托
点
小
ー
，

ぼ
苔
―
i
ハ
、
女
一
―-
I
L

谷
さ
だ
、
I
U岸
い
せ

0
佐
只
学
級
社
会
体
貪
賑
輿
の
た
め
尽
功
も
と
、
楽
し
い
ー
レ
ー
を
股

D
I
I▽
映
写
機
の
活
用
状
品
局
部
的
な
地
域
に
太
き
な
被
岩
三
、
煉
煙
社
ま
す
。
＇
瓜
火
‘
后
は
日
の
出
必

•
I
I
R

租
二
十
は
年
度
末
数
疏
貝
社
ハ
ガ
枷
婦
会
長
開
口
須
翠
‘
副
竺
二
、
女
一
ニ
ハ
、
翡
七
さ
れ
（
い
る
次
の
四
氏
賞
数
刷
原
部
格
が
優
勝
し
た

0

が
起
る
も
の
で
す
。
而
し
こ
う
果
樹
、
桑
、
油
菜
畑
の
各
所
で
燃
焼
を
続
け
ま
す
が
開

m
当
の

異
動
に
よ
る
本
村
開
係
は
次
の
相
場
ス
ミ
、
関
口
き
い
委
か
ら
体
科
指
荘
使
は
と
し
て
旧
和
三
十
一
年
万
月
、
ャ
八
し
た
被
岩
も
、
対
策
に
よ
っ
て
藁
類
籾
穀
、
鋸
屑
等
の
燻
煙
材
危
険
ぶ
去
っ
た
場
各
ば
ッ
・
タ
を

【
佐
小
】
男
竺
二
、
女
三
九
開
設
回
数
一
七
〇
魚
釣
大
会

通
り
で
す
。
見
一
・
佐
婦
会
良
大
隅
い
ち
、
副
鯉
▽
青
年
学
級
開
設
状
況
再
任
さ
れ
た
。
十
二
月

1ハ
日
、
板
含
幹
線
珈
万
円
を
投
じ
て
北
辰
十
六
ミ
リ
被
沓
を
阻
滅
し
た
り
、
或
い
は
料
を
推
団
し
夜
半
、
気
温
が
四
し

C

消
し
ま
す
0

大
体
三
リ
’

0

管
外
巽
動
沼
消
子
、
田
口
阿
以
竹
越
啓
一
郎
氏
、
柿
沼
一
雄
発
声
映
写
楓
一
台
を
問
入
し
て
防
止
す
る
印
も
出
米
る
筈
で
す
五
度
に
低
下
し
た
ら
点
火
し
時
ト
ル
の
油
で
四
時
閻
位
燃
へ
統

C
計
】
男
一
三
七
、
女
一
＿
一
七
昭
和
一

1
1
+
U
s
幸
度
は
、
中
央

C

開
l
l
M
、
参
加
者
多
数
、
一
位

(
1
)

転
出
苫
ハ
四
▽
幼
児
学
級
開
設
状
況
学
級
と
地
区
数
室
と
に
分
け
て
豆

0始
沢
霞
信
氏
、
浦
野
和
夫
は
上
江
黒
の
多
田
一
男
さ
ん
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
活
昨
年
も
四
月
十
五
日
に
北
関
東
々
研
水
又
は
中
砿
を
覆
つ
て
燃
き
ま
す

0

点
火
の
時
閥
は
陳
記

伴
場
愛
子
（
梅
小
＞
板
倉
西
用
し
て
来
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
ご
四
に
巽
状
な
寒
波
か
襲
米
し
へ
る
の
を
防
さ
‘
坦
U
J
う
ち
に
害
溢
報
の
天
気
予
報
に
注
意
し

！
へ
▽
中
学
校
卒
業
者
数
調
昭
和
三
十
四
年
度
中
に
、
各
開
設
し
、
学
級
生
の
自
主
的
な
大
物
宜
ば
田
店
の
奈
良
茄
一
郎

運
営
で
相
当
の
成
紐
を
収
め
ま
▽
体
育
協
会
の
事
業
さ
ん
で
し
た
°
活

I
l
l状
況
は
左
表
の
通
り
で
あ
煤
作
匂
に
大
き
な
陳
冗
否
を
う
一
水
蒸
気
を
含
ま
せ
て
耕
皿
に
棚
で
夜
中
か
の

1

―
時
前
后
か
ら

し
た
°
発
足
後
ま
だ
ニ
ケ
年
で
す
が

0
駅
伝
競
走
大
会
け
、
木
林
の
推
定
損
店
の
み
で
『
い
か
せ
、
熱
の
I
L
i
射
を
遮
る
万
―
―
―
―
一
時
迄
の
閲
に
椙
度
・
ど
計
っ

ー
字
木
と
し
子
（
佐
小
＞
宮
永U千
中
】
男
三
七
、
女
四
0

小
学
校
に
依
頼
し
て
幼
児
学
級
る
。0中
央
学
松
役
貝
諸
氏
の
御
努
力
と
会
只
諸
上
一
月
二
十
日
、
折
柄
の
用
延
敗
も
一
千
二
百
万
円
を
起
へ
る
と
一
法
で
日
の
出
頃
迄
こ
れ
と
続
け
て
決
め
ま
す
。
·

月
計
七
七
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
先
生
万

4

緩
見
依
子
G佐
小
＞
板
含
南
C梅
中
】
男
＝1
-三
、
女
一
三
と
保
護
者
の
方
々
の
御
協
力
に

年
計
五
万
よ
り
好
成
紹
で
終
了
し
ま
し
た
生
徒
数
男
ご
問
、
女
一
〇
君
の
御
協
力
と
に
よ
っ
て
、
ゎ
を
つ
い
て
決
行
、
文
字
通
り
の
鱈
疇

1
1
7
2
2
6
1
8
9
1
6
3
6
9
5

い
う
災
大
な
被
寺
は
、
末
だ
記
ご
？
~
燃
科
は
一
ヶ
所
に
お
い
て
五
‘
其
ゥ
他

が
明
和
村
体
育
協
会
も
、
順
斑
臼
熱
戦
を
演
じ
、
江
ロ
チ
ー
，
1

位
に
新
し
い
処
で
あ
り
ま
す
。
一
多
祉
に
使
J
i
J
す
る
よ
り
も
、
そ
晩
叩
危
険
期

L
J
は
地
面
よ
り
の

4

荒
井
克
已
（
千
中
＞
中
野
中
へ
【
佐
中
：
畠

0

、
女
嬰
概
況
は
次
の
通
り
で
す
。
一
、
計
一
一
嬰

a
(
2
>
転
入
計
八
万

0
千
江
田
学
級
，
日
数
一
六
、
時
間
翠
ハ
五
な
成
長
を
節
け
て
ま
い
り
よ
し
が
晴
れ
の
栄
冠
と
獲
得
し
た
。
フ
数

6
9
8
8
0
8
0
1
6
6

今
年
こ
そ
•
)
.
9し
た
茄
害
を
未
の
箇
所
と
な
る
ぺ
く
多
く
、
反
幅
射
放
熱
を
防
ぐ
た
め
耕
転
を

和
〇
束
部
教
哀
た

0
昨
年
度
中
の
主
な
る
軍
業
な
お
、
須
質
の
渡
辺
消
次
郎
君
用
＇
一

1
1
3

然
に
防
止
す
る
為
、
今
か
ら
対
一
当
百
ヶ
所
し
た
J
j
が
有
効
で
あ
見
合
せ
る
引
も
―
つ
の
月
法
で

昭
生
徒
致
男
充

0
、
女
一
三
、
を
紹
介
し
ま
す
。
は
賊
人
の
只
格
で
特
別
参
加
、
使
ル
策
の
万
全
を
期
し
て
下
さ
い
、
り
、
又
協
同
し
て
仏
＇
ヽ
行
い
、
す
。

遁
見
和
江
e永
楽
小
＞
佐
貨

悶
i
i

0
野
球
大
会
全

n
1
ス
を
独
走
し
、
一
位
の
用
致66
9
4
9
3
1
0
5
3
5
8

次
に
凍
約
出
防
除
に
つ
い
て
一
i
―
多
置
の
煉
裕
を
広
大
な
地
域
に
以
上
幾
つ
か
の
方
法
を
述
べ
ま

佐
藤
紀
一
（
富
永
小
:
1

日
数
三
四
、
時
間
数
一
三
九
八
月
三
十
日
、
栂
中
こ
於
て
江
口
と
ャ
数
秒
の
差
で
ゴ
ー
ル
使
回
度
ー
三
の
月
法
を
紹
介
し
ま
す
。
一
張
る
万
か
効
呆
的
で
あ
る
が
、
し
た
か
祠
へ
あ
れ
ぼ
憂
い

昇
直
子
（
板
南
中
＞
千
江
の
西
部
数
室

U
al
t
M
、
南
大
t
o
チ
ー
，

1的
勝
イ
ン
、
追
憾
な
く
ペ
ラ
＿

rシ
豆
呻
3
2
5
5
5
‘
'
・
北
ず
桑
園
の
防
防
止
と
し
燃
れ
の
配
置
及
び
箇
所
数
は
よ
な
し
」
即
締
宙
否
報
が
発
令
さ

翡
靡
塁
、
女
三
八
‘
o
t
J
F
球
大
会
振
り
を
発
抑
し
た
。
て
は
桑
閲
一
覧
ぷ
ぷ
束
ほ
ど
叶
西
的
に
準
侃
し
て
お
か
れ
た
時
は
、
門
ち
に
薯
戒
熊
勢

八
月
三
十
日
、
梱
中
に
於
て
〇
揉
迅
大
会
こ
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
の
し
稚
歪
用
と
し
て
十
址
当
り
二
な
い
と
万
一
の
出
合
失
敗
を
招
に
入
れ
る
よ
う
、
今
か
ら
毀
材

正
田
哲
雄
（
仝
）
仝

＆
一
虹
、
時
間
息
ハ
一
闘
催
、
熱
戦
を
投
関
、
南
大
恥
二
月
一
一
ト
ー
日
、
千
巾
に
於
で
、
機
瞑
の
消
耗
度
も
店
く
、

0
{
=
-
0
株
を
強
止
又
は
？
？
く
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
I
t
店
を
限
備
し
て
肢
柑
の
防
止
に
努

〇
管
内
異
動
，
＂
）

3

贄
；
（
千
中
＞
佐
只
中
へ

0
中
部
数
安
千
沖
井
、
ヒ
江
媒
の
各
テ
ー
ム
て
開
臣
し
た
。
性
能
も
落
ち
て
き
た
の
で
新
し
で
包
み
稲
ソ
ラ
は
貶
め
の
も
O
J
ー
を
要
し
ま
す

0

カ
致
し
ま
せ
う
。

柿
氾
策
子
（
佐
中
＞
休
菱
生
徒
数
男
四
二
、
女
四
一
、
が
同
＊
t
引
分
け
侵
膀

0
卓
球
大
合
い
の
と
取
替
え
て
ほ
し
い
と
ぃ
八

0
1
1
0
0匁
の
先
踏
と
蒻
五
、
加
熱
払
一
品
業
罪
）

小
学
校
卒
業
者
数
調
i
t
八
三
靡
接
大
会
一
一
月
一
工
＇
八
日
、
千
中
に
於
う
要
望
が
強
く
な
っ
て
い
る
°
め
て
束
ね
桑
園
の
頭
か
ら
ワ
ラ
一
こ
れ
は
低
賓
の
面
油
を
燃
煉
す
一
▽
▽

【
千
小
】
男
五
八
、
女
四
九
日
数
一
六
、
時
間
数
五
三
几
月
二
十
七
日
、
梅
中
に
於
て
開
l
i
U
‘
団
体
戦
で
は
新
里
チ
を
被
せ
て
冷
却
を
防
ぐ
万
法
で
・
る
も
の
で
比
較
的
手
数
が
省
げ

t'て
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昭和 3 5 年 4 月 1 5 日 明和村広報 ー、牙 2 6 号
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ヘ阿 ねさ塁召ば盈．；パイ恙し‘5 る < る Iとる他てなん肝いての理‘けの法 つのと· ：こ絶ヤど大うさ，9 字 0‘ ま計
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でげア、ビおうもせ許ぁ V てのイ 芝，t名 只t;E 男らぶ ；，、 らんるの 合しに卜 し、 IL - 0) 

｀と； ↓サ，、口合悶;;塁麿）：る ぶぐ、る＇：セ、塁； gはど： ；巳§ : ;‘: • ;:>: ] 
で年ラ巳しャな 受法培大けム なうが わン哉いとる ろ どどき‘ はお尺仕 ろ の て

ヘ保と三よららるーちひ受て党こも ←委＾まら卜る勉く・ん供問ル誓ど台計且うど ；で箔えだ・ご
お鮭 1こ‘う ‘/l とけしなけ‘↓これ栽＇ よ貝以どヘル‘強さなにも法杓う所算を濶でこをはむヽ°だ

名：言盗゜だるあ、と喜tを柔をぢ摩 品乏！ ［‘各危よ k 店店ご貪怠呑笈羞ど；古ぶ定と召虐ぞ、元象
県ねたて草 がこへをないと庭いーる i械メ 1 て数習子〈だずせば，，立うをみ卜やか母いへ‘こ計゜
投下はくや し、とん無げーがののけこ し 1 卜い字つ供 ‘ぎた表 5 c °はなル野らさるんそくる身
塁ぎ、悶tげ 且；論窃とtぢ嘉贔とぷ t ；ょ全盈して、老t tど茎磨ば念 つい汰菜自ん人むれれか長
麻°のいし 店りしで頬げまな四はで た怯実 さる全つてだいきかに ；；ぢ計姦怠ば芸只心合芸苫
茂 痰こ’⇒ しまて栽以しすど用花き V へ行 れ父部い子‘いる‘」 いうるの家ぜにし事そして
係 務との まち罪培外⇔がにとがま の期 て母メ：：供も‘‘- I たかな必でい゜、いのれてそ

課はこ しかせすのーョ見し非す 道成 とか 1 いにのみ子時卜 ら‘ら悪使ち こ上で党う
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昭和三十四年度の村税の徴牧成績
現 年 度 九七％ 滞納繰越分 四三劣 納税組合では梅原が百劣 表彰式までには全組合が完納を

昭和三ナ四年度村税についての徴収成績は、三月現在に於て次の通りで11J!して良好でありますが、滞納繰越分の収入屯合が低謂でありますので、なおーli'lの涸協
力をお願いします。あなた一人のために、あなたの訥税組合が完納出来ないということのないように切にお願い致します。

(4) 

家
庭
の
メ
ー
ト
ル
法
は

お
く
れ
て
い
る

ヽ
ニ
十
六
、

千
円

五
、
五
三
一

六
、
九
八
七

五一
九一三 四.L.ブく九 四ー四ー＝三四
さQ J¥ t Q弓ミ四三 弓セー；互ミ一：言計
ニー六八三三四二八 八七〇二六六—•
四五五八＝ °三七五 五四五五八ハ八
五 I\ 二九ー一七九一〇九〇五ニニ七・←·

円
村（県）民税 固定資産税・·
（特別徴収分を除く）軽自動車税 備

旧自転車荷車税の帯納の合計です 考
国民健康保険税

9

二
十
七
、

千
円

七
、
五
二
九

七
、
九
六
三

'

,

 

ヽ
ニ
十
八
ヽ
ヽ
ニ
十
九
、

千
円
千
円

七
、
五
八
五
五
、
五
二
四

八
‘
1
0
九
八
、
九
0
四

9
-
―
-
+
、

千
円

五
、
三
七
―
―
―

九
、
0
二
七

ヽ
三
十
一
、

千
円

六
、
七
ー
ニ

九
、
〇
九
六

所
得
は
三
倍
に
増
え
た
が

税
額
は
一
、
三
七
倍

昭
和
二
十
五
年
所
得
一
一
四
、
0
0
0
円
↓
税
額
を
一
、
0
0
0
円
と
す
る
と

•• 

昭
和
三
十
四
年
で
は
七
二
0
0
0
円
一
、
一
＿
＿
七
0
円

うてでもまのそ七十税記昭
こ見あのす給こ劣四額の和
とまりが＾与で五年全通二
はすま昭国所所に度体り十
約とす狂民得得当のとに五
三‘の二所者とりーしな年
分昭で十得はのま七てつ度
の和相四全現関す‘はてよ
ーニ当年般在係• -‘おり
の十額にかはを 九昭り昭
税五のはら約見 七和ま和
額年痰約見三ま 千二す三
に度税九て倍す 円十° + 
なよに兆昭のと で五こ四
つりなと和七昭 税年の年
た昭つ云ニニ和 額度十度
こ和てわ十、一 ののケま
と三おれ五〇干 増一年で
に十るて年 0 五 ぇ二 9この
な四わいは 0 年 た‘税明
り ける三円度 額五法和
ま度でツ兆のに は 0 の村
すのあ 三年年 四三改の
°額り 八所間 、千正村
の‘ ー得二 六円等税
方村 五と四 九にあの
が民 億な｀ 四対り隣
低税 でつ〇 千しま定
いに あて 0 円昭し額
とつ つお〇 で和たは
いい たり円 三三が下

I 

ヽ
三
十
二
、

千
円

六
、
一
1
0

九
、
三
八
〇

一
、
三
四
八
一
、
三
七
九
一
、
四
一
八
一
、
四
八
七

五
九
七
六
四
四
八
三
八
八
八
七
八
0
六
七
七
三
七
八
六
八
四
四

八
五
六
八
七
五
八
九
九
九
三
―
-
、
0
三
ニ
―
‘
—
1
0

I
、
一
九
―
一
、
三
三
三

―
二
、
五
0
三
一
四
、
0
三
七
一
七
、
二
二
九
一
七
、
五
―
ニ
ー
七
、
六
一
四
一
七
、
六
六
ニ
ー
九
、
二
0
1
―
―
―
九
、
一
五
四
一
七
、
四
六
一

9

9

9

9

9

.

,

'
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三
十
三
'

千
円

四
、
四
七
五

九
、
七
四
四

四
四
四

一
、
八
九
六

九
0
ニ

9

三
十
四
ヽ

千
円

四
、
三
三
ハ

九
、
八
七
九

五
―
―
1
0

一
、
七
一
七

七
三
三

税
目
別
昭
和
三
十
四
年
度
村
税
徴
収
実
紐
（
昭
和
三
十
五
坦
一
月
五
U
現
在
）

一
ー
ロ
ー
1
分
一
ー
頃
＇
口

□

飢

’
|
_
|
1
一
ー
収
ー
久
滞
い
：
ー
額
ー
1
ー
収
人
口
納
→
紹
—
|
山
1
,
'
’
|
団
合
ー
一

現
年
度
分
一
炉
旺
＿
計
一
現
年
度
分
＿
繰
越
互
計
J
J
L
年
度
分
一
繰
越
分
計
税
年
度
分

•
5述仇
一
計

-
_
—
ー
—
'
T
i
旦
ーT
l円

9

千
円
＿
ー
＇
’
_
千
ー
円
「
—
千
円
，
和
肛
ー
霜
ー
予
巴
ー
デ
団
i
-
%
¢
0
1
'
|
劣

も
一
四
、
三
三
八
一
六
六
四
、
五
0
四
三
、
九
八
七
一
七
ハ
四
、
0
六
五
一
三
五
一
八
ハ
四
三
九
九
一
、
九
四
七
、
0
―
九
〇
．
三
一

・
（
産
堡
九
、
ハ
七
九
二
三
三
一
0
、
一
―
三
九
、
七
三
六
＿
一
Q
五
―
J
L
、
ハ
四
ニ
ー
四
―
―
―
―
ニ
ハ
ニ
七
一
九
八
、
六
四
五
｀
i
-
九
七
、
三

軽
自
動
車
税
五
三
0
九
吾
一
九
＿
五
一
九
一
四
＃
一
三
一
．
―
-
五
一

4ハ
一
九
七
、
九
四
四
叫
九
七
、
O

i

た
ば
こ
消
残
税
一
、
七

b
七
一
、
七
一
七
i
-
、
七
一
七
―
-
、
七
一
七
―
i
-
、

o
o
o
;
1
、
0
0
0

一
醗
気
ガ
ス
税
一
七
三
―
―
―
七
呈
一
＿
七
三
三
ヒ
i

-
h
-―
-
―
-
、

o
o
o
l

―
-
、
0
0
0

一
旧
法
に
よ
る
税
収
人
―
二
五
二
五
一
三
一
三
―
ニ
ニ
ニ
ニ
―
ー
―
二
、
0
―
ー
ニ
、
0

]
計
一
一
七
、
一
九
七
四
三
三
一
七
、
全
。
一
一
六
｀
六
九
ニ
―
九
0
-
―
｛
ハ
、
八
八
二
五
0
五
二
四
三
七
四
八
九
ヒ
、
一
ー
四
一
、
九
九
五
、
ハ

繭
曳
漏
康
保
険
頃
！
ー
四
:
1
五
ハ
」
」
六
八
ー
i
四
、
五
」
」
ぃ
ー
四
い

一
各
納
税
組
合
別
滞
納
額
（
昭
和
三
十
五
年
三
月
十
九
日
現
在
）

納
税
組
合
名
現
年
度
分
滞
納
繰
毬
分

大
輪
五
六
、
ニ
ハ
ニ
円
八
六
、
八
九
九
円

韻
架
二
三
、
五
三
0
ハ
、
一
五
七

川
俣
一
四
、
0
五
ニ
ー
ハ
、
六
一
―
1
0

大
佐
貫
八
、

O
I
I
Hハ
七
、
ニ
―
六

矢
島
一
六
、
一
一
五
二
四
、
九
四
0

入
ヶ
谷
一
六
、
七
四
0

I
、
0
0
0

新
里
三
一
、
七
一
九
1
二
、
一
四
0

梅
原

0
0

中
谷
二
、
九
0
一
九
五
0

南
大
島
四
八
、
三
ニ
ニ
四
五
、
九
五
七

上
江
黒
二
六
、
四
四
八
三
五
、
九
八
九

下
江
黒
九
、
四
一
七
三
、
八
八
四

斗
合
田
一
＿
二
、
六
六
ハ
八
、
五
五
四

千
津
井
五
、
六
四
九
二
、
二
四
〇

江
ロ
ニ
0
、
四
九
九
一
ハ
、
一
五
三

田
島
六
、
一
八
七
三
、
九
七
一

合
計
三
一
七
、
五
六
五
二
七
八
、
六
八
〇

' 

ー

昭
和
二
十
五
年
度千円

村
民
五
、
六
二
九

固
定
賀
産
税
五
、
四
ニ
―

軽
自
動
車
税

村
た
ば
こ
消
費
税

電
気
ガ
ス
税

旧
法
に
よ
る
税
収
入

（
自
転
車
荷
車
税
）

合
計

明
和
村
1
0ヶ
年
の
村
税
の
推
移一

七
、
一
九
七

9

9
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（
中
J
4「
担
金
条
例
条
の
窓
児
を

村
民
の
皆
様
と
共
に
近
県
に
類
と
願
う
も
の
で
す
．

の
な
い
、
こ
の
堂
々
た
る
広
域
（
民
生
課
）

水
道
の
完
成
を
一
日
も
早
か
れ

-
[
実
[
[
明
和
ば
い
玲
日
現
在
）
出
紅
灼
唸
5

す
隊

1
4
“
_
”
"

—
麟

じ
家
に
住
ん
で
い
て
も
そ
れ
ま

村
田
庄
印
世
帯
数
一
、
六
六
九
し
入
回
層

＿
和
良
林
人
口
総
数
九
、
五
七
三
ぐ
別
の
世
帯
に
な
り
ま
す
迎
1

g

来
る
十
月
一
日
は
全
国
一
せ
本
芭
宜
料
と
な
る
重
要
な
調
ぺ
調
査
は
ま
ず
九
月
一
手
四
日
か
歓
験
印

6
8
1
8
1
2
8

日
一
日
日
＿
月
部

-
[
A
A
[
[
]
'
口
。
国
勢
調
査
か
行
な
わ
れ
ま
且
且
。
さ
ん
ご
承
知

□
E
E
[
m

試
印1
1』
祖
祖
g
-
5
-
g
-
[
?

行
渠
行
刷
本
籟
人
ロ
一
、

h七
五
八
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
村
に
お
い
て
け
、
諸
般
の
準
し
(
『
t
t
l
帯
主
が
記
入
す
る
欄
入
〖
り
ま
1
1
1
1
1
方
さ

ト
五
賢
り
。
甘
釈

[
E
ピ
芯
謬
社
『
B
ハ
~
付
＿1

8
1
0
8
1
8
3
1
8
H
l
6
8
-
1
0
8

呻

1
8
O
B
-

時

[
E

大
正
九
年
に
第
一
回
目
を
実
を
あ
げ
る
の
は
な
ん
と
い
た
し
ら
一

1
1
Bま
で
の
間
に
躙
査
貝
が
年

9 ●
受
g
J
l
o
J
l
o
J
l
o
J
l
頓
旧
頓

1

O
J
l
中
常
隊
問

継
工
費
四
千
万
円
り
且
闘
汀
甘
渭
い
：

a
[

士
生
”
:
|
『
ぶ
ぶ
ぶ
ぶ
旺
立

る
戸
訳
碍
あ
げ
る
こ
と
が
で
行
賛
且
ヽ
言
竺
芸
言
五

報
』
]
]
疇

□置
]
口
]
]
]
]
一
冒
三
“
“
〖
：
す
｀
i
．

9『
〔
こ
ま

5
[
-

P
J
l
P
J
l
二
」
―

屯
B
J
J
i
•
[
]
[
[
]
]
〖
]
[
]
[
[
[
[
[
i
l
l
[
]
]
I
t
h
[
i
l
l
[
[
[
]
-
]
誂
i
i

1
/
1
]
-

成 ]
]
[
[
]
]
]
[
[
:
l
I
[
I
l
l

原
[
[
[
]
[
]
[
]
]
]
]
[
i
[
〖

， l一
知
事
こ

1
9パ
一
位
戸

0
7
1

ー9
1
3
|
8
8
9
1

口
詞
韮
闘
霜
罪
0出

◇
入
所
中
の
授
業
料
は
い
り
ま

年
私
た
ち
の
知
事
を
夏
g

9

千
津
井
栄
冠
を
獲
得
す
須
賀
月

1
9
7
9
7
9
6
6
6
|」
回
ー
厄
／
」

5
|抵
高
等
学
校
や
大
学
の
学
生
生
徒
せ
ん
、
ま
た
用
具
一
切
貸
輿
し

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に

し
た
投
豆
開
菜
僅
か
の
差
で
惜
し
く
も
第
二
位
洛
井
賀
貫
俣
谷
島
田
品
学
用
品
の
一
部
支
給
、
学
生
定

名
お
い
て
四
十
才
以
上
五
十
四
オ

札
し
か
も
八
七
％
の
好
成
績
で
投
票
四
年
に
一
度
の
知
事
選
挙
，
＞
—
伶
津
人
ケ
合
ま
で
の
人
°
期
乗
車
券
の
利
用
も
出
来
ま
す

私
た
ち
心
責
任
あ
る
一
京
で
も
午
前
七
時
開
始
さ
れ
、
暑
く
剖
部
、
な
お
通
学
困
難
な
人
の
た
め
に

は
い
る
こ
と
の
で
き
な
し
人

1
1寄
宿
舎
の
設
備
も
あ
り
、

1
|
1
,
1

ー
i
は
、
公
的
年
金
制
度
に
は
い
つ
◇
失
業
保
険
受
給
蛮
格
者
は
入

四
き
i
卜
七
日
に
、
こ
れ
か
ら
な
ら
な
い
う
ち
に
、
公
明
選
挙
一
千
須
大
1
1
1
入
田
斗
矢

魯
問
県
政
を
ま
か
せ
る
立
派
で
と
冬
投
毀
所
の
出
足
は
好
調
，
9
，
'
;
`
‘
.
,
'
,
'
‘
、
.
＇
，
．
ヽ
（
＇
9
，
9
9

ヽ
；•
9
9
\
,.
. ‘t(' 

.. 
9
9
:
9
 .. 9
て
い
る
人
ま
た
は
現
在
年
金
を
所
中
に
受
給
日
数
が
終
つ
て
も

甘

5訂
孔
竺
戸
ね
”
汀
[
[
拠
出
制
國
民
年
金
だ
伍
炉
屯
汀
謡
諄
符
註
璃
金
の

を
西
％
ヒ
娼
っ
た
良
い
投
票
率
に
郡
内
の
投
票
状
況
を
几
時
現
一
老
令
年
金
と
か
退
職
年
金
ま
た
詮
諸
吋
臨
箆
雑
f

で
行
は
れ
た
。
こ
れ
も
県
政
へ
在
で
照
会
し
た
処
、
断
然
ト
ソ
い
よ
／
＼
＇
坪
5
＊
り
ま
す
は
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人

の
関
心
が
高
ま
っ
た
現
れ
を
区
サ
こ
の
調
子
で
は
県
下
第
一
位
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
就
職

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に
平
に
い
ず
れ
も
一

0
0
％
に
近

長
さ
ん
を
始
め
、
婦
人
会
、
青
年
か
と
推
澗
さ
れ
た0

午
后
六
時
國
民
年
金
の
館
一
拠
出
制
年
金
の
保
険
料
の
納
入
お
い
て
万
十
究
才
以
上
の
人
（
い
成
績
で
す
。

団
O
J
み
な
さ
ん
万
に
よ
る
棄
権
の
投
票
締
切
り
に
は
四
‘
六
一
す
で
に
今
年
の
三
月
、
子
月
が
開
始
さ
れ
、
役
場
で
は
被
保
無
拠
出
の
福
祉
年
金
を
受
け
る
◇
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、

防
止
へ
の
協
力
が
そ
の
功
を
な
一
人
が
投
票
し
八
七
％
四
一
で
と
一
．
回
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
険
者
の
調
査
等
、
い
ら
／
＼
準
人
）
近
く
公
共
職
業
安
定
所
で
お
た

し
え
た
も
の
と
い
え
ま
せ
う

0

那
内
第
一
位
の
好
戒
·
を
掌
げ
ま
し
た
が
、
来
年
四
月
か
ら
は
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

0

村
民
心
笠
険
料
は
二
十
オ
か
ら
三
十
ず
ね
下
さ
い

c

（
上
）
厚
生
省
に
て
左
よ
り
聖
成
環
境
衛
生
部
長
、
福
井
叫
太
尤
モ
、
坂
上
団
長

き
く
公
賭
会
（
下
）
謂
負
契
約
調
印
左
伊
藤
社
長
と
坂
上
村
長

募集．／

-
,
_
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支勿行はしの阻が育→迎こ九望 ざ ヽ ，立さのせに にす子分りせへ続ういてi亡財 要，｀ 百地策蔽 • 
援論年じた推とでをどえこ六とかし明 i < iて月栢た土でなるが 9こ‘ん‘人こまぞJし匝第点おそり万を税政過三相
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叫弓ぷ‘胃農を芯｝一塁； ; : ち 長迎iJ哲？＇｛且はは；］の品で、'.J‘店戸＇：悶ぶ：；ご男は日：問げ
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